
大気モニタリングについて

平成２６年 ８月 ４日

福島県原子力安全対策課

放 射 線 監 視 室

１ 大気モニタリング地点の追加

(1) 連続ダストモニタの追加設置（平成２６年４月から実施済）

モニタリングポストの一部に連続ダストモニタを併設し、大気浮遊じんの連続測定

を行っており、４月に増設して測定を強化している。

種別 既存数 増設数 強化後の地点数

連続ダストモニタ（大気浮遊じん） ５ ８ １３

(参考)モニタリングポスト（空間線量率） １９ １３ ３２

(2) 簡易型ダストサンプラーの追加設置による連続調査（７月３０日から順次開始）

６地点に簡易型ダストサンプラーを設置し、連続で大気サンプリングを行い、ろ紙

を１週間毎に回収して分析を行う。

さらに、発電所で異常が発生した場合には、ろ紙の交換頻度を増やして実施する。

種別 既存数 増設数 強化後の地点数

簡易型ダストサンプラー（連続採取） ０ ６ ６

〃 （１日/月） １８ －３※ １５

※「１日/月」の調査地点のうち、３地点で頻度を「連続採取」に強化している
ため、新規の調査地点は３地点となる。

２ 緊急的な測定体制の整備

発電所において放射性物質の飛散を伴う事象が発生した場合には、可搬型ダストサン

プラーの追加設置により、緊急的に、大気中の放射性物質濃度を測定する。

所有台数：ローボリュームエアサンプラー ８台（ヨウ素、放射性セシウム等）

ハイボリュームエアサンプラー ８台（放射性セシウム等）

３ テレメータシステムによる常時監視と強化

発電所から概ね３０kmの範囲内に設置した「モニタリングポスト」（３２地点）にお

ける測定データについては、テレメータシステムによる２４時間監視を実施しており、

発電所において放射性物質の飛散、線量上昇等を伴う事象などが発生した場合には、監

視の強化や原因調査を行う。
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